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針生高架橋（４車線）の開通によりバイパス機能が向上！（その２）
国土交通省郡山国道事務所では、渋滞解消などを目的に、国道４号あさか野バイパスの整備を進めてきたとこ

ろですが、平成21年8月6日、針生高架橋（延長886m）の上り線側２車線が開通し、全線４車線化での通行が可
能となりました。
この度、４車線開通後における二酸化炭素の排出削減などの効果をとりまとめましたので、お知らせします。

《 針生高架橋の４車線開通に伴う整備効果 》

１．周辺市街地道路から、あさか野バイパスへ交通が転換

・あさか野バイパスの走行性が向上したことにより、周辺道路からあさか野バイパスへ交通
量が転換し、針生高架橋部分では、上り線(東京方向)開通前約49,000台/日から、開通後
約 54,500台/日と、約5，500台/日増加しました。（別紙－１参照）
また、周辺市街地道路の交通量は、約4,700台/日減少しました。（別紙－２参照）
※【調査日】上り線開通前：平成21年 7月28日(火)(針生高架橋は平成20年3月12日(水))

上り線開通後：平成21年 9月 8日(火)

２．針生高架橋の４車線開通により、通過時間が短縮

・針生高架橋の開通により、あさか野バイパス、国道４号現道ともに通過時間が短縮しまし
た。（別紙－３参照）
あさか野バイパス(郡山市日和田～須賀川市大字仁井田 L=13.5km)

上り線(東京方向) 上り線開通前：29分 → 開通後：16分 ＝ 13分短縮
下り線(仙台方向) 下り線開通前：30分 → 開通後：16分 ＝ 14分短縮

国道４号現道(郡山市日和田～須賀川市大字仁井田 L=12.2km)
上り線(東京方向) 上り線開通前：30分 → 開通後：28分 ＝ 2分短縮
下り線(仙台方向) 下り線開通前：34分 → 開通後：29分 ＝ 5分短縮

３．走行性の向上により、二酸化炭素の排出量が減少しました

・あさか野バイパスの走行性の向上や、周辺市街地道路の交通混雑の緩和により、
約15,100t-CO2/年の二酸化炭素排出量が削減されました。（別紙－４参照）

上り線(東京方向)開通時：約6,800t-CO2/年削減
下り線(仙台方向)開通時：約8,300t-CO2/年削減

これは約1,400haの森林（開成山公園の約47個分の広さ）が１年間に吸収する量に相当し
ます。

＜ 発表記者会 ： 郡山記者クラブ ＞

【 問 い 合 わ せ 先 】

国土交通省 東北地方整備局 郡山国道事務所

技術副所長 三ヶ田 章 （内線：２０４）
み か た あきら

調査課長 五十嵐 俊一（内線：４５１）
い が ら し しゆんいち

〒963-0111 郡山市安積町荒井字丈部内２８－１
TEL ０２４－９４６－０３３３（代表）



【　針生高架橋の概要　】

○　針生高架橋は、起点（東京）側から「（市）大町大槻線」通称：針生西交差点、「（市）三ツ担台新
　　二丁目線」通称：大槻交差点、「（主）郡山湖南線」通称：台新交差点の３つの路線を跨ぐ連続高
     架橋です。

上り（東京）方向を望む

上り線（平面部） 下り線（平面部）

下り線（高架部）上り線（高架部）

【H21.8.6開通】 【H19.3.25開通】

：下り線高架部
：上り線高架部

至　東京
針生西交差点

至　仙台

大槻交差点 台新交差点

仙台方向（下り車線）

東京方向（上り車線（今回開通））
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【別紙－１】

１．周辺市街地道路から、あさか野バイパスへ交通が転換しました

○　針生高架橋（延長886m）の４車線開通により、あさか野バイパスの走行性が向上したことで、周
　　 辺道路から交通が転換し、針生高架橋の平面部と高架部を合わせた交通量は、上り線（仙台方
　 　向）開通前約49,000台/日から、開通後約54,500台/日と、約5,500台/日増加しました。
　　 また、周辺市街地道路の交通量は、約4,700台減少しました。（別紙－２参照）
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観測日
Ａ：開     通    前（ 高  架  橋  が  出  来  る  前 ）：平成18年3月  9日（木）
Ｂ：上り線開通前（下り方向の高架橋が出来た後）：平成21年7月28日（火）
    　　　　　　　　　　　　　　　　　※針生高架橋は、平成20年3月12日（水）
Ｃ：開     通    後（上り下り４車分高架橋完成後） ：平成21年9月  8日（火）
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【別紙－２】
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観測日
・上り線開通前（下り方向の高架橋が出来た後）：平成21年7月28日（火）
    　　　　　　　　　　　　　　　　　※針生高架橋は、平成20年3月12日（水）
・開     通    後（上り下り４車分高架橋完成後） ：平成21年9月  8日（火）
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【別紙－３】

２．針生高架橋の４車線開通により、通過時間が短縮しました

○　針生高架橋の４車線開通により、あさか野パイパス、国道４号現道ともに、通過時間が短縮しま
     した。
　  　  ・ あさか野バイパス（郡山市日和田～須賀川市大字仁井田 L=13.5km）
　　　　　　　上り線（東京方向）　　上り線開通前：２９分　→　開通後：１６分　＝　１３分短縮
　　　　　　　下り線（仙台方向）　　下り線開通前：３０分　→　開通後：１６分　＝　１４分短縮
  　  　・ 国道４号現道（郡山市日和田～須賀川市大字新井田 L=12.2km）
　　　　　　　上り線（東京方向）　　上り線開通前：３０分　→　開通後：２８分　＝　　２分短縮
　　　　　　　下り線（仙台方向）　　下り線開通前：３４分　→　開通後：２９分　＝　　５分短縮

針生
高架橋

観測日
上り線開通前：平成19年10月（平日）
上り線開通後：平成21年  9月（平日）
下り線開通前：平成18年10月（平日）
下り線開通後：平成19年10月（平日）

至　仙台

至　東京

29分

16分

上り線開通前 上り線開通後

あさか野バイパス通過時間
上り線（仙台→東京方面）

13分短縮

28分
30分

上り線開通前 上り線開通後

現道（国道４号）通過時間
上り線（仙台→東京方面）

2分短縮

30分

16分

下り線開通前 下り線開通後

あさか野バイパス通過時間
下り線（東京→仙台方面）

14分短縮 34分

29分

下り線開通前 下り線開通後

現道（国道４号）通過時間
下り線（東京→仙台方面）

5分短縮
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【別紙－４】

３．バイパス機能の向上により、二酸化炭素排出量が削減しました。

３）　針生高架橋の４車線開通による、あさか野バイパスの走行性の向上や、周辺道路からあさか野
　　 バイパスへ交通が転換し、周辺道路の交通混雑が緩和したことにより、
　　 約15,100t-CO2/年の二酸化炭素排出量が削減となりました。

・ 上り線（東京方向）開通により、6,800t-CO2/年削減
・ 下り線（仙台方向）開通により、8,300t-CO2/年削減

　 　これは約1,400haの森林（開成山公園の約47個分の広さ）が１年間に吸収する量に相当します。

▼CO2排出削減量算出区間

■二酸化炭素（CO2）の削減効果は、約
1,400ha（開成山公園の約47個分の広
さ）の森林が一年間に吸収する量に相
当します。

CO2排出量の変化
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約15,100t-CO2/年
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※二酸化炭素（CO2）の算出にあたっては、客観的評価
　指標算出方法により速度別排出原単位を用いて交通
　量と速度により算出。

※森林のCO2吸収量は10.6t-CO2/ha/年とした。
出典：「土地利用、土地利用変化及び林業に関するグッ
ド・プラクティス・ガイダンス（優良手法指針）」より

  交通量
　  開通前　　 ：H18.3.8（水）～3.9（木）観測値
　  下り線開通後：H19.3.27（火）～3.28（水）観測値
　　　　　　　　　　  H19.10.3(水）観測値
　　　　　　　　　    H21.7.28（火）観測値

　  上下線開通後：H21.9.8（火）観測値

　交通量観測値は右図に示す算出対象路線の断面交
通量が把握できるように開成交差点（国道49号）、警察
署前交差点（国道4号）など主要交差点で時間帯別に観
測したものを用いている。

  走行速度
　  開通前　　　　：H18年10月プローブデータ（7：00～9：00）
　  下り線開通後：H19年10月プローブデータ（7：00～9：00）
　  上下線開通後：H21年9月プローブデータ（7：00～9：00）

　上記のプローブデータを基に対象区間の時間帯別旅
行速度により算出。（速度未計測区間は整備の有無に
関わらず一律30㎞/hとし算出している。）

開成山公園（30ha）の
47個分に相当

×10×10

×10×10

×7
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